


























































































〔文献l〕葛西重雄 『八丈島流人銘々伝j（昭和39年 1月l目、第一書房） より抜粋
この 『八丈島流人銘々伝』の「豊菊Jの項目と仁愛女子短期大学に所蔵され
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氏は、八丈町文化保護委員で、島の生字引のような方だ。夫 （作家 ・吉村昭＝編集部注）が、 『漂
流jという小説を書く時にもお世話になり、私も以前黄八丈の取材の時にお世話になったJと記し
ている。葛西重雄の 1977年以前からの付き合いは吉村昭を介したものが最初であることが分かる。
③伊藤専三が柳亭燕枝の講談を『島街沖白波』として、明治 17年1月14日、滑稽堂より発行してい
る。
④葛西重雄 『八丈島青ヶ島碑文墓誌集成J（平成2年10月13日、みずうみ書房）には 「昭和五十三
年 （一九七八）に八丈島教育委員会が立てたもの」とし、「石碑の建っている神湊港周辺は、島の
北側に位置して内地と相対し、漁船も多いので、この辺から抜舟が多かった」と記されている。
⑤葛西重雄『八丈島青ヶ島碑文墓誌集成』（平成2年10月13日、みずうみ書房）には、「八丈島に送
られた流入一号」と記されている。
＊討議要旨
谷川恵一氏より、発表の中で引用されている岡本締堂 『半七捕物帳』について、これを津村節子が
参照し、人物造型を行ったのかとの質問があり、発表者は、津村が 『半七捕物帳』を実際に読んでい
たか、現在明確になってはいないが、花蝶や豊菊について「調査を尽くした」と述べているので、読
んでいる可能性はあるとの考えを示した。そして、女優・山田五十鈴が「大阪屋花鳥 （島千鳥沖津白
波）」の舞台に出演する際、葛西重雄氏が八丈島を案内しており、葛西氏がその事をよく語っていた
との歴史民俗資料館の方の証言もあり、葛西氏が津村に伝えたとも推測されると回答した。また、吉
村昭・津村節子夫妻、大庭みな子、曽野綾子も葛西氏宅を訪問しているとの説明があった。続いて武
井協三氏が、 ［資料六］『八丈島流入銘々伝』には、先の討議で出てきたような芝居や講談が入り込ん
でいると思われ、特に放火をするのが二人とも十五歳というのは「八百屋お七」を踏まえたものであ
ろうとの見解を示した。更に、丹羽みさと氏より、遊女が放火して島流しに遭うという物語の型 （パ
ターン）に関して、十六歳以上は火付けにより火刑となるが十五歳以下では流罪となっているので、
津村自身が参考文献として挙げていない江戸の法令集を参照した可能性はないだろうかとの質問があ
った。発表者は、文献を照らし合わせた結果、何年に火付けをし、何年に島流しとなったかなどの骨
格の部分は『流入明細帳』の中に書いてあることで、それ以外は 『八丈島流入銘々伝Jの創作の部分
もあると思うが、初菊の過去の設定については津村の創作ではないかとの見解に至っているとの回答
があった。
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